
　　　▲薄日が差し作業がはかどる一日でした。

第3回とちぎ夢大地応援団カレッジ活動報告(令和３年10月16日実施）

日光市　土呂部地区　「茅ボッチつくり」

日光市土呂部地区で令和３(202１)年度第３回とちぎ夢大地応援団カレッジ活動

を行いました。今回は、宇都宮クラーク高等学院の生徒10名と担当教員1名が参加

し、「日光茅ボッチの会」が受け入れ組織となり、牛の餌になる「草わら」として、

茅ボッチつくりに取り組みました。

この地では、かつて、広大な茅場（草原）があり、京都、奈良への社寺に使われ

た茅を搬出していた由緒ある地区で有り、何百年も前から【カッパ】と呼ばれ、地

域の方々に愛されてきました。また、草わらを乾燥させる工程の中で、いつからか

目玉を付けた可愛らしいマスコット【茅ボッチ】となり、この草原一帯で、長い冬

に備える風物詩の一つとなりました。

ただし近年は、牛を飼う人が減り、【カッパ】の草刈りをする人がいなくなって、

やがて、木が生え森になり、シカが増え、貴重な草花を食べ荒らすようになりまし

た。

その為、日光茅ボッチの会が立ち上がり、毎年、少しずつ茅場を取り戻す活動を

行い、沢山の茅ボッチが還ってきました。

今回参加した生徒の皆さんは、茅ボッチが立ち並ぶ美しい里山風景を残す活動に

参加したことで、中山間地域で暮らす人や自然に触れ、この体験から多くの収穫が

あったことと思います。



すぐに、日光茅ボッチの会の皆さんから大

歓迎を受けました。また、同会長の飯村さ

んから、若者がこのような地に来ることで

地域が活性化され、我々の活動の糧となる。

また、今後の人生の指針となる沢山の収穫

を得て帰ってほしいとご挨拶をいただきま

した。

つぎに、茅ボッチの生い立ちと現在の草原

について説明がありました。当地では高齢

化が進み後継者が居らず、現場は厳しい状

況にあると説明されました。従って、若者

を取り込む活動の一つに、茅ボッチ作りを

行っていると説明がありました。

いよいよ作業の開始です。日光茅ボッチの

会の皆さんが、茅ボッチの作り方を指導し

てくれました。刈り取ったススキやワラビ

を集めては、ねじった若いススキで束ねま

す。これを5つ集めて、しっかりと立つよ

うに縛ってできあがりです。

最後に目玉を付ければ茅ボッチの完成です。

参加した生徒の皆さんも、直ぐに作業のコ

ツをつかみ、どんどん茅ボッチを制作して

いきました。全体で50体ほどの茅ボッチが

完成し、日光茅ボッチの会のメンバーも安

堵したようです。これで、冬の餌ができた

と感謝されました。生徒から頭で手を合わ

せ茅ボッチのポーズをいただきました。


